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研究成果の概要（和文）：実際の病院と連携して，看護師が同僚らと組織的に自らの経験から新しい知識を構築するた
めのモデルを構築し，これを実証した．一人で思考する自己内対話と，実際に同僚と語り合う他者対話が同型であるこ
とを仮定し，自らの看護経験を書き表す研修法を構築し，研究期間に渡り病院での実証を通して洗練した．事前・事後
の比較から，自らの思考について思考する”メタ認知”が当初よりも難しいと考える変容を確認した．またアンケート
を通して後悔していた事例について”すっきり”思考できたといった好評を得た．実証した病院は今後も当研修を継続
していく．

研究成果の概要（英文）：We have constructed our model of knowledge creation for a nurse to reflect from he
r/his own experience and desicuss with colleagues in the job. And alos we held experiments in a university
 hospital to cofirm and refine our model. We assume that the self-dialogue that thought alone and others d
ialogue to talk with colleagues actually are isomorphic. The nurse describes documents for nursing experie
nce of her/his own over this reseach period. It was confirmed transformation to think from a comparison of
 pre-and post and thinking about their own "metacognition" is more difficult than initially. Through the q
uestionnaire, good reputations; such as thinking "clearer" about her regret so far; were obtained. The uni
versity hospital decided to continue those training future.
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１．研究開始当初の背景 
 サービスとは提供者が対象の状況を見極
め的確に行為する技である．その習得には，
一般に，長い年月を要する．状況と行為の
組み合わせが単純であれば，手続きを説明
するマニュアル本を整備するなど，比較的
短期間に習得できるが，対象の状態や状況
が常に変化しつづけるとき，何が重要で，
なぜ重要かをすべて言葉に言い表すことは
極めて困難となる．実際，サービスの多く
の現場において経験の積み上げが重視され
ている．たとえば，病院の看護は，患者・
家族・社会の安心・安全を大前提に正確に
対応することが求められることに加えて，
患者自身・家族の性格・経済状況，病気の
個別性など，複雑な文脈に対応し，患者の
満足を得ることが要請される． 
 
２．研究の目的 
本申請は病院看護を対象に，自らの看護実践
を同僚らと互いに語ることで気付きを積み
上げ，改善するモデルを考える．語りの場で
看護師が“語る” 難しさには次の 3 つがあ
る． 
(課題 1) 語りについて他者と認識を揃える難
しさ: 語られていることについて場に参加す
る看護師らの認識ができるだけ一致するに
は，参加者が自己と他者との認識のずれに気
づきやすくなる仕組みが求められる． 
(課題 2) 自からの行為を患者視点から見直す
難しさ: サービスの受容者である患者視点で
の失敗に気づき，その原因を理解するため，
自己の行為を多視点から分析可能な仕組み
が求められる． 
(課題 3) 語りの場を継続する難しさ: 同じ発
言が繰り返されたり，議論が発散しないよう，
過去の経緯を手軽に確認できる必要がある． 
本申請では，互いの語りによる新しい気づき
を目に見える形に明文化し，それを看護業務
に関連づけて分析する研鑽活動を支える仕
組みを開発する．これを病院と連携して実証
的に推進する． 
開発する機能は次の３つである．概要を図

1 に示す． 
(機能 A) 気付きの蓄積機能: 看護師らの語り
に応じて，手作業で語いを厳密に区別し(峻別
し)，オントロジーに明文化する．課題 1 に
対し，語りの中の語いが峻別され明文化され
ることで，参加者らは，自己の認識との相違
点が分かりやすくなる．さらに課題 3 に対し，
時間をさかのぼってオントロジーの変遷を
閲覧することで，それまでの語りの経緯を確
認することができる． 
(機能 B) 意味付け機能: 明文化された語いを
用いて，語りに参加した看護師ら自身の業務
の記録と関連づける．業務の記録は，看護師
らが業務中に利用するアプリケーション，た
とえばオーダリングシステムなどから，蓄積
されている記録を抽出する．課題 1 に対して，
看護師らの語りと，実際の業務の実態とを比

較・対応づけ，感覚と語りのずれや，看護師
間の認識のずれへの気付きを 
促すことができる． 
(機能 C) 語り分析機能: 明文化された語いを
用いて，意味付けされた業務記録を自動的に
集約してグラフ化する．課題 2 に対して，看
護師らの語りと，患者評価の結果を比較・分
析ができ，患者視点での新しい気付きを得て，
さらに新しい患者評価アンケートを設計す
ることができる． 
 
３．研究の方法 
期間全体を通じで，看護師グループによる語
りの場を形成し，気付きを蓄積する．並行し
て初年度は，実際の病院の看護業務の記録を
抽出し，意味付けする．2 年目以降は，看護
師らの語りをもとに看護業務の記録を意味
付けし，業務の内容を分析するグラフを自動
的に生成する分析エンジンを設計・開発し，
実際の病院の看護業務へ導入し，実証する． 
 
４．研究成果 
実際の病院と連携して，看護師が同僚らと組
織的に自らの経験から新しい知識を構築す
るためのモデルを構築し，これを実証した．
一人で思考する自己内対話と，実際に同僚と
語り合う他者対話が同型であることを仮定
し，自らの看護経験を書き表す研修法を構築
し，研究期間に渡り病院での実証を通して洗
練した．事前・事後の比較から，自らの思考
について思考する”メタ認知”が当初よりも
難しいと考える変容を確認した．またアンケ
ートを通して後悔していた事例について”す
きっり”思考できたといった好評を得た．実
証した病院は今後も当研修を継続している． 
以下、主な成果を列挙する。 
(1) 前提：自らの経験を振り返り知識を構築

する“自己内対話”と他者（同僚）と議
論する“他者対話”とが同じ性質をもつ
“同型性”を仮定した。 

(2) 研修モデル：初日は構築法を講義し、伊
藤の思考モデルをベースとした、自らの
経験について二種類の思考を 12 種類の
思考構成タグを用いて記述する、および、
その葛藤の解消から新しい知識の構築に
ついて記述する仕方を説明する。その後、
約 1 ヶ月の間、宿題として自らの経験を
記述したケースを作成する。二日目は、
回収したケースの講評を行い、実際に同
僚と議論を通して知識を構築する。テキ
スト教材を製作した。 

(3) 病院看護師の研修に対し、思考を表す語
いの体系をオントロジーに構築した。オ
ントロジーを入力として研修ツールを稼
働するように設計した。ケースを作成す
る思知ツール、タグを通して文章の論理
構造を可視化する悟知ツールを開発した。 

(4) 宿題のケースの講評における、思考を表
す語い体系をオントロジーに構築した。
設計・開発した添削を支援するツールは



このオントロジーを入力として稼働する。 
(5) 連携する大学病院にて実証実験を 6回

（１回は約 1ヶ月間）実施した。参加し
た看護師らの意見を反映し、研修法およ
び教材、ツールの洗練を図った。 

(6) 研修の事前と事後の比較を行った。図１
に思考について考える“メタ認知”に関
する促進群について自己評価がより厳し
くなる結果が得られた。これはメタ認知
の難しさの意識の変容を示唆しており、
将来の学習を動機付けられたのではない
かと考えられる。 

 

図１ メタ認知に対する意識の変容 

(7) 参加者のアンケートの結果、『自分の考え
を思い浮かべた時は、それに至る過程が
あり、同時に否定意見や肯定意見もでま
す。それを言語化（文章化）することに
より、頭の中をクリアにすることができ
ました』、『答えはなくても気持ちが軽く
なるようなディスカッションの場となり
ました』、『私自身の弱みを改めて認識す
ることができて、これからじっくり考え
ていくことで自分自身を変えていくこと
ができる力をつけていくことができる』、
『この短期間で、大きな考えの変化があ
るのかなと感じました』、『自分が求めて
いることはなにか、そして自分の弱いと
ころはどこか、はっきりとではありませ
んがわかってきたように思えます』など、
好評を得た。病院看護部は、今後も研修
を継続することを決めた。 

(8) 参加者らのインタビューを通して、研修
の学習効果を現場にフィードバックする
難しさが顕在化した。その原因には、思
考を言葉に表す難しさと、現場へフィー
ドバックする組織的な体制の不備が考え
られる。 
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